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R23a 天の川銀河のバー形成史とダークマターハローの回転
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vatory)

Gaiaの観測データが公開され始めた今、天の川銀河をシミュレーションでモデル化し、観測と比較することで、
天の川銀河の現在の構造や過去の進化の履歴を知ることができると期待されている。しかし、N体モデルで天の
川銀河を再現するために最適なパラメータについては、まだ議論が続いている。特にN体モデルの場合、渦状腕
やバーが形成した後の円盤構造は初期条件として与えたものとは異なるため、どのような初期条件を用いれば、
バーの形成・進化後に天の川銀河に近いモデルになるかは、シミュレーションを実行してみないとわからない。
本研究では、バルジ、円盤、ダークマターハローから成るN体銀河モデルについて 10Gyrまでシミュレーション
を行い、天の川銀河の円盤、バルジ、バーの観測との比較を行った。その結果、円盤の質量が∼ 4× 1010M⊙、バ
ルジの質量が∼ 4× 109M⊙、ハローのスピンパラメータ λ = 0.03–0.06程度を初期条件とした時に、10Gyrでの
バルジの星の速度分布、バーの長さ等が天の川銀河の観測と一致することがわかった。


